
自然公園の中でもみられる
特定外来生物アライグマ

東京では1970年代に絶滅したとされているギフチョウが、今に
なって見られることがあります。どうやら人為的に放されることが
あるようです。
その理由は定かではありませんが、人間本位に生物を自然に放つ

行為は生態系のバランスを崩したり、遺伝子の攪乱を引き起こすな
ど、目に見えないところで問題を引き起こしているかもしれません。

ペットが逃げたり、放したことが

原因で野生化して自然の中に定着し

てしまった「外来種」も。なかでも

生態系への影響が大きい種は、特定

外来生物に指定されています。

ペットの適正な管理も大切ですね。

よ～し！この山にキレイな🌸スイセン
を植えて、お花がいーっぱいの素敵な
場所にしちゃおう♪

それで本当にいいのかい？
この山にはいなかった植物を植えちゃうと、
もともと生えていた植物に何か影響がある
かもしれないよ。たとえば、植えた植物が
すみかを奪ってしまうとかね。

ちょっと待ったぁ！✋

うわっ！何？

そ、そうなのね…。山にもキレイなお花があれば
と思ったんだけど、そこにいる植物への影響まで
は考えてなかったわ…

自然の生態系を守って
いくことが大切だよね

ペット由来の外来生物

植えられたスイセン

東京では絶滅したはずの
ギフチョウが…？！

自然公園は、自然に親しみ
守っていく場所。土地所有者
や管理者に断りなく、草花を
植えたり、生き物を放したり
しないでね。

自然公園のあるべき姿って何だろう？美しい自然を守るってムズカシイ…
在来の生態系を守るってどういうこと？きっと善意でされている、ちょっと待った事例
をご紹介。皆さんはどう感じますか？


